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治
山
研
究
会
主
催
の
治
山
研
究
発
表
会
及
び

治
山
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
平
成
29
年
9
月
20
日
～

21
日
に
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
の
国
立
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
各
森
林

管
理
局
、
地
方
公
共
団
体
、
大
学
、
民
間
事
業

体
等
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
治
山
研
究
発
表
会
】

１
日
目
は
、
発
表
会
に
先
立
ち
、
コ
マ
ツ
ス

マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
推
進
本
部
副
本

部
長
小
野
寺
昭
則
氏
よ
り
「
建
機
メ
ー
カ
ー
が

描
くI

C
T

建
機
施
工
を
中
心
と
し
た
建
設
現
場

の
未
来
」
（
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
導
入
）
と
題
し
て
、
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

現
在
の
土
木
施
工
現
場
の
多
く
は
工

事
着
手
か
ら
完
成
ま
で
が
複
雑
な
工
程
で
、
人

手
が
多
く
か
か
る
こ
と
、
建
設
機
械
が
操
作
者

の
技
量
に
左
右
さ
れ
、
正
確
な
現
況
把
握
が
難

し
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
中
で
、I

C
T

を
搭

載
し
た
建
設
機
械
を
導
入
し
、
工
事
の
最
初
か

ら
最
後
ま
で
工
事
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
、
建

機
、
土
ま
で
も
、
有
機
的
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、

着
手
か
ら
最
短
で
最
少
人
員
で
安
全
に
正
確
に

工
事
完
成
さ
せ
る
最
先
端
の
技
術
が
紹
介
さ
れ
、

併
せ
て
実
際
の
治
山
工
事
（
法
面
の
整
形
等
）

へ
の
展
開
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。
※I

C
T

と

は
「
情
報
伝
達
技
術
」
の
こ
と
。

発
表
会
で
は
、
１
山
地
災
害
調
査
と
復
旧
対

策
等
の
取
組
、
２
森
林
造
成
・
整
備
等
の
取
組
、

３
施
設
の
設
計
・
施
工
や
木
材
利
用
等
の
取
組
、

４
保
安
林
・
林
地
開
発
許
可
制
度
の
効
果
的
な

運
用
等
の
４
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
、
48
課
題
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

関
東
森
林
管
理
局
か
ら
は
、
千
葉
森
林
管
理

事
務
所
業
務
グ
ル
ー
プ
の
佐
古
瑶
子
技
官
と

(

株)

森
林
テ
ク
ニ
ク
ス
前
橋
支
店
の
宮
澤
陽
一

氏
及
び
土
井
惇
史
氏
が
「
山
地
災
害
調
査
と
復

旧
対
策
等
の
取
組
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
、
「
砂

質
土
地
帯
に
お
け
る
補
強
土
壁
工
に
よ
る
崩
壊

地
復
旧
対
策
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
８
月
26
日
、
君
津
市
に
お
い
て
最

大
時
間
雨
量
32
mm
を
観
測
す
る
な
ど
、
千
葉
県

南
部
を
中
心
に
発
生
し
た
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

富
津
市
不
動
谷
国
有
林
（
観
光
施
設
マ
ザ
ー
牧

場
隣
接
地
）
で
発
生
し
た
山
腹
崩
壊
と
そ
れ
に

伴
う
既
往
治
山
施
設
の
被
害
に
対
す
る
復
旧
対

策
を
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

被
災
地
の
復
旧
に
当
た
っ
て
は
、
現
地
の
土

質
等
の
地
況
や
周
辺
環
境
等
の
条
件
を
踏
ま
え
、

補
強
土
壁
工
等
を
採
用
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
治
山
施
設
と
し
て
補
強
土
壁
工
を
採
用
し
た

実
績
が
僅
少
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
工
種
を

採
用
す
る
に
至
っ
た
経
緯
及
び
施
工
後
の
考
察

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

【
治
山
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

２
日
目
は
「
水
と
循
環
と
森
林
の
働
き
を
科

学
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
治
山
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
農
工
大
学
大
学
院
国
際
環
境
農
学
専
攻
、

五
味
高
志
教
授
か
ら
「
森
を
と
り
ま
く
課
題
の

変
化
と
水
土
保
全
機
能
の
評
価
」
、
森
林
総
合

研
究
所
玉
井
幸
治
森
林
防
災
研
究
領
域
長
か
ら

「
森
林
に
お
け
る
水
移
動
研
究
と
今
後
の
課
題
」

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
林
業
試
験
場

長
坂

晶
子
研
究
主
幹
か
ら
「
森
と
川
と
海
の
つ
な
が

り
」
と
題
し
て
話
題
提
供
が
あ
っ
た
後
、
鈴
木

雅
一
東
京
大
学
名
誉
教
授
を
座
長
に
、
有
識
者

及
び
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
り
森
林
の
働
き
と
水
の

循
環
に
つ
い
て
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

『
第
57
回
治
山
研
究
発
表
会
及
び

第
55
回
治
山
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
に
参
加
し
ま
し
た

計
画
保
全
部

治
山
課

復旧工事完成後山腹崩壊と治山施設の被災状況

発表する千葉森林管理事務所

業務グループ 佐古技官

2日目「治山シンポジウム」の状況



高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
今
年
も
「
山
の
日
」
記
念
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
８
月
７
日
か
ら
１
９
日
の
間
、

高
尾
山
エ
リ
ア
で
実
施
し
ま
し
た
。

【
森
林
教
室
・
パ
ネ
ル
展
示
等
】

期
間
中
、
セ
ン
タ
ー
庁
舎
１
階
の
展
示

室
に
お
い
て
、
「
い
の
ち
の
森
高
尾
山

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
」
等
を
活
用
し
た
森
林
教
室

を
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が
補
足
説
明
を
行
い

な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
様
々
な
樹
種
の
木
目
・
肌
目
・

樹
皮
等
を
観
察
し
て
も
ら
う
た
め
の
標
本

等
の
展
示
、
森
林
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
の
情
報
発
信
、
森
林
の
働
き
を
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
等
を
行
い
ま
し
た
。

【
ク
ラ
フ
ト
体
験
】

８
月
11
日
か
ら
13
日
の
３
連
休
は
「
ま

な
ぶ

あ
そ
ぶ

つ
く
る
」
を
テ
ー
マ
に

高
尾
５
９
９
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
主
催
で
、

「
山
の
日
記
念

T
A
K
A
O

５
９
９
祭

山
の

学
校
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
も
こ
れ
に
併
せ
て
、
８
月

７
日
か
ら
13
日
の
期
間
限
定
で
小
学
生
以

下
の
児
童
を
対
象
に
「
夏
休
み
特
別
ク
ラ

フ
ト
体
験
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

連
日
、
家
族
連
れ
で
満
員
御
礼
・
大
好

評
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
指
導
に
あ

た
っ
た
セ
ン
タ
ー
職
員
に
木
の
実
の
名
前

や
工
作
の
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

楽
し
そ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
、
夏
休

み
の
工
作
宿
題
や
自
分
だ
け
の
作
品
を
作

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

【
ま
る
ご
と
！
高
尾
山G

R
E
E
N

C
L
E
A
N

作

戦
】昨

年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
国
民
の
祝

日
「
山
の
日
」
制
定
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
高
尾
の
自
然
を
親
し
み
な
が
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
登
山
道
の
ゴ
ミ
を
拾
うe

c
o

ハ
イ
キ
ン
グ
「
ま
る
ご
と
！
高
尾
山G

R
E
E

N
C
L
E
A
N

作
戦
」
を
８
月
11
日
に
、
森
林

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
東
京
会
と
連
携
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

当
日
の
朝
は
小
雨
模
様
で
し
た
が
、
開

会
式
が
終
わ
る
頃
に
は
雨
も
上
が
り
、
参

加
者
総
勢
１
２
５
名
が
４
班
に
分
か
れ
、

４
か
所
の
登
山
口
か
ら
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。

予
定
通
り
全
員
無
事
に
山
頂
に
到
着
。
昼

食
後
、
全
員
で
記
念
写
真
撮
影
。
４
つ
の

コ
ー
ス
と
も
、"

ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
運
動"

が
浸
透
し
て
お
り
、
全
体
に
ゴ
ミ
の
量
は

少
な
か
っ
た
も
の
の
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

缶
、
ビ
ン
、
紙
ご
み
等

45
L

の
袋
を
１

袋
と
25
L
の
袋
を
３
袋
回
収
し
ま
し
た
。

一
人
の
脱
落
者
や
け
が
等
も
な
く
予
定
通

り
当
セ
ン
タ
ー
前
に
到
着
し
、
閉
会
式
を

全
員
集
合
で
実
施
し
解
散
し
ま
し
た
。

【
高
尾
山
自
然
体
験
教
室
】

８
月
12
日
と
13
日
に
、
裏
高
尾
の
日
影

沢
キ
ャ
ン
プ
場
等
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
森
と
で
ん
え
ん
倶
楽
部
」
と
連
携
し

て
、
夏
休
み
高
尾
山
自
然
体
験
教
室
を
実

施
し
ま
し
た
。

夏
休
み
中
に
行
う
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
毎

年
参
加
希
望
者
が
多
く
、
今
年
も
天
候
不

順
に
も
関
わ
ら
ず
73
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
高
尾
山
の
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中

で
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、
家
族
一
緒
に

「
高
尾
山
の
植
物
観
察
、
生
き
物
探
し
、

昆
虫
観
察
、
草
笛
体
験
、
小
川
で
の
魚
取

り
、
ス
イ
カ
割
り
、
ド
ン
グ
リ
で
作
っ
た

カ
ブ
ト
虫
・
ク
ワ
ガ
タ
の
相
撲
大
会
」
等

を
行
い
ま
し
た
。

平成２９年１０月２５日 関 東 森 林 管 理 局 第１６０号（６）

親子連れに大好評だったクラフト体験

センター来場者へ森林教室

まるごと！高尾山GREEN CLEAN作戦



魚
取
り
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
に
隣
接
す
る

川
に
鱒
を
放
し
て
、
子
ど
も
達
に
手
づ
か

み
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
焼
い
て
食
べ
る

時
、
「
魚
を
殺
さ
な
い
で
！
」
と
泣
き
出

す
子
も
い
ま
し
た
が
、
自
分
で
取
っ
た
魚

を
食
べ
る
と
美
味
し
い
と
、
に
っ
こ
り
し

て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
都
会
の
子
ど
も
た
ち
は
高
尾

山
の
大
自
然
の
中
で
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
一
緒
に
森
林
散
策
や
川
遊
び
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

【
子
ど
も
樹
木
博
士
と
丸
太
切
り
】

８
月
19
日
は
、
日
影
沢
キ
ャ
ン
プ
場
周

辺
で
「
子
ど
も
樹
木
博
士
と
丸
太
切
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
８
月
に
入
っ
て
か
ら

ぐ
ず
つ
い
た
天
気
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

当
日
は
久
し
ぶ
り
に
太
陽
の
光
を
感
じ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

親
子
で
樹
木
の
名
前
を
覚
え
て
森
に
親

し
ん
で
い
た
だ
く
企
画
で
、
小
学
３
年
生

か
ら
中
学
１
年
生
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

午
前
中
、
森
を
散
策
し
な
が
ら
樹
木
の

名
前
を
勉
強
し
、
昼
食
を
挟
ん
で
試
験
で

す
。
出
題
は
20
問
で
、
全
問
正
解
す
る
と

２
段
の
称
号
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
試
験
結

果
を
待
つ
間
は
丸
太
切
り
体
験
で
す
。
ヒ

ノ
キ
の
切
り
口
か
ら
い
い
香
り
が
漂
っ
て

く
る
と
「
な
ん
か
い
い
香
り
が
す
る
ね
」

「
お
風
呂
に
入
れ
た
ら
い
い
か
も
？
」
な

ど
、
様
々
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
採
点
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
結

果
発
表
で
す
。
苦
戦
し
た
人
、
満
点
だ
っ

た
人
と
成
績
は
様
々
で
し
た
が
、
全
員
が

「
森
に
親
し
む
」
一
日
を
満
喫
し
て
無
事

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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今
月
の
表
紙

「
野
反
自
然
休
養
林
の

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
復
元
植
栽
」

林
野
庁
は
、
特
に
優
れ
た
自
然
景
観
を
有

す
る
国
有
林
を
「
日
本
美
し
の
森

お
薦
め

国
有
林
」
に
選
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
、
群
馬
県
吾
妻
郡
中
之
条
町
の

野
反
自
然
休
養
林
で
は
、
９
月
22
日
、
シ
ラ

ネ
ア
オ
イ
群
落
の
復
元
植
栽
及
び
保
護
活
動

が
、
地
元
の
六
合(

く
に)

中
学
校
生
徒
、
一

般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
及
び
吾
妻
森
林
管

理
署
職
員
約
70
名
の
参
加
の
も
と
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
活
動
は
、
か
つ
て
咲
き
誇
っ
て
い
た

群
落
を
復
元
す
る
た
め
平
成
８
年
か
ら
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
約
９

万
本
が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
爽
や
か
な
空
気
の
中
、
シ
ラ
ネ
ア

オ
イ
約
１
０
０
０
本
を
植
栽
し
ま
し
た
。
毎

年
、
５
月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬
に
か
け
て
シ

ラ
ネ
ア
オ
イ
が
一
面
に
咲
き
誇
り
、
多
く
の

来
訪
者
を
魅
了
し
ま
す
。

夏休み高尾自然体験教室の参加者

き
の
こ
特
集

秋
に
発
生
す
る
き
の
こ

ツ
キ
ヨ
タ
ケ
（
毒
）

（
キ
シ
メ
ジ
科

ツ
キ
ヨ
タ
ケ
属
）

九
月
下
旬
か
ら
十
月
中
旬
に
広
葉
樹

主
に
ブ
ナ
の
倒
木
や
立
ち
枯
れ
木
に
群

生
し
ま
す
。

カ
サ
は
７
cm
か
ら
15
cm
位
で
黒
褐
色

か
ら
暗
紫
褐
色
で
す
。

ヒ
ダ
は
白
色
で
暗
い
所
で
は
青
緑
色

に
光
り
ま
す
。
や
や
疎
で
ひ
だ
が
柄
に

沿
っ
て
垂
れ
下
が
る
垂
生
で
す
。
柄
は

短
く
上
部
に
リ
ン
グ
状
の
ツ
バ
が
あ
り

ま
す
。

食
用
の
シ
イ
タ
ケ
や
ム
キ
タ
ケ
に
似

て
お
り
、
間
違
え
て
採
取
す
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

「子ども樹木博士」試験・・難しいな？



茨
城
森
林
管
理
署
は
、
茨
城
県
全
域
の

４
５
０
０
０
ha
の
国
有
林
を
管
理
し
て
お

り
、
13
の
森
林
事
務
所
が
あ
り
ま
す
。
私

が
勤
務
し
て
い
る
花
園
森
林
事
務
所
は
茨

城
県
北
茨
城
市
に
あ
り
ま
す
。
福
島
県
と

の
県
境
、
阿
武
隈
山
地
南
縁
部
の
多
賀
山

地
に
あ
た
る
、
３
０
０
０
ha
の
国
有
林
を

管
理
し
て
い
ま
す
。
管
理
面
積
の
半
分
以

上
は
花
園
花
貫
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
県
境
の
小
川
地
区
に
は
、
ブ

ナ
や
シ
ラ
カ
バ
の
植
物
群
落
保
護
林
が
あ
っ

て
、
森
林
総
合
研
究
所
な
ど
が
自
然
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

管
内
の
森
林
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
森
林
ご

と
の
特
質
に
応
じ
て
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
て

管
理
経
営
を
行
っ
て
お
り
、
管
内
の
森
林

は
自
然
維
持
林
や
森
林
空
間
利
用
林
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
自
然
維
持
林
の
広
葉
樹
天
然

林
で
は
、
「
森
づ
く
り
」
の
手
法
の
一
つ

と
し
て
、
自
然
に
生
え
て
き
た
木
を
で
き

る
だ
け
手
を
加
え
ず
に
育
て
て
い
ま
す
。

管
内
の
国
有
林
に
は
、
お
す
す
め
の
見

所
が
点
在
し
て
お
り
、
年
間
通
し
て
登
山
、

渓
流
釣
り
、
写
真
撮
り
な
ど
地
元
・
県
外

か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
す
。
栄
蔵
室

（
８
８
２
ｍ
）
や
花
園
山
（
７
９
８
ｍ
）
、

和
尚
山
（
８
０
４
ｍ
）
な
ど
は
、
半
日
あ

れ
ば
十
分
回
れ
る
、
初
心
者
も
歩
き
や
す

い
ル
ー
ト
で
、
人
気
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

猿
ヶ
城
渓
谷
、
花
園
渓
谷
で
は
渓
流
釣

り
や
滝
め
ぐ
り
が
楽
し
め
ま
す
。
紅
葉
の

季
節
は
観
光
客
も
増
え
、
毎
年
行
わ
れ
る

地
元
の
「
も
み
じ
ま
つ
り
」
も
賑
わ
い
ま

す
。
雪
解
け
の
時
期
は
亀
谷
地
湿
原
で
ミ

ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
見
頃
を
迎
え
、
春
に
な
る

と
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
水
沼
ダ
ム
を
囲
む
よ
う

に
咲
き
ま
す
。

１
２
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
花
園

神
社
は
、
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
御
神
木
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
（
樹
齢
６

０
０
年
）
や
三
本
ス
ギ
（
樹
齢
５
０
０
年
）

な
ど
、
幹
回
り
が
４
ｍ
以
上
も
あ
る
樹
木

が
立
ち
並
ん
で
お
り
、
厳
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
。

人
工
林
で
は
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
を

行
っ
て
お
り
、
国
有
林
内
の
県
道
は
、
木

材
を
運
搬
す
る
ト
ラ
ッ
ク
が
走
っ
て
い
ま

す
。
傾
斜
が
急
で
道
幅
が
狭
く
、
運
転
に

は
注
意
が
必
要
で
す
が
、
特
に
冬
に
な
る

と
路
面
が
凍
結
し
地
域
か
ら
「
安
全
に
通

行
す
る
た
め
周
囲
の
木
を
伐
採
し
て
ほ
し

い
」
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
通
行
の
支

障
と
な
っ
て
い
る
木
を
、
間
伐
作
業
に
あ

わ
せ
て
伐
採
し
た
と
こ
ろ
、
「
ス
ク
ー
ル

バ
ス
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
の
声
を
、
お
聞
き
し
な
が

ら
、
貴
重
な
自
然
環
境
を
適
切
に
保
存
し

つ
つ
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
森
林
整
備

を
実
施
し
、
先
人
た
ち
か
ら
引
き
継
い
だ

大
切
な
財
産
を
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
永
野
森
林
官
は
、
10
月
1
日
付
け
人

事
異
動
で
、
当
署
、
高
部
森
林
事
務
所
に

異
動
に
な
り
ま
し
た
。
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